
IGCJメーリングリスト(ML)アーカイブに
ついて



MLアーカイブ公開・非公開の議論再開
について

• 2017年8月にML上で提起され、IGCJ21でも議題と
なった、MLアーカイブの公開・非公開について、議
論を再開し、方向性を検討

• 進め方およびざっくりとしたスケジュール感として、
現時点で以下を想定

– 2月中：有志での小グループを結成

– 3月～4月中旬：小グループで方針を検討し、案をまとめる

– 4月中旬～GWあけ：その方針案についてML上で意見を
募集

– コンセンサスと思われる方針が得られればそれに基づき
実装

– 小グループの活動は必要に応じ、事務局がサポートする
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(参考資料：IGCJ21の資料から)

MLでの議論

• 8月にIGCJの過去記事閲覧に関する質問に
端を発し、MLアーカイブの公開/非公開に関するメー
ルが計35通(計18人より)発信された

• 公開希望寄りの意見

– 過去の議論を追いたい、新規参加者に優しくない

– インターネットガバナンスの原則からも公開すべき

– ただし公開するにしても、ルールが必要では

• 公開を希望しない寄りの意見

– 自由闊達な意見が言いづらくなる

– メールは発信した本人の著作物であるから本人の同意が
必要
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(参考資料：IGCJ21の資料から)

論点

• 35通のメールから浮き上がってきた論点

– 「透明性／新規参加者への優しさ」

– 「自由な意見が言える場」

のバランスをどうとるか

• バランスを取る過程において、皆が納得できる
ルールをどう作って、どう同意を取るか

– 著作権などについても配慮が必要
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